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鉄道用ブレーキディスクをモデル化し､有限要素法を用いて三次元応力解析を行なう目的で､

埼玉大学に三次元有限要素解析システムを構築した｡共同研究員は実ブレーキの3D-CAD形状デ

ータを作成し､本システムに形状データを入力することにより､ブレーキ制動中のブレーキディ

スクの熱応力を解析 ･評価した｡

ブレーキ制動中のブレーキディスク内の温度分布､熱応力分布に及ぼす以下の因子の影響を解

明した｡

(1)ディスク形状 (半径方向切欠き形状の最適な深さと開き角､

ディスク厚さの最適化)

(2)材料特性 (弾性係数 ･降伏応力の温度依存性､熱伝導率)

(3)拘束条件 (ボルト締結状態､ディスク/車輪間の接触状態)

(4)熟的境界条件 (ディスク/大気間およびディスク/車輪間の熱伝達係数)

鉄道用ブレーキディスクより試験片を切り出し､引張強度､破壊靭性､疲労強度を測定した｡

得られた結果と複合材料の有限要素シミュレーション結果を比較検討し､本材料に有効な強度予

測モデルを構築した｡

本共同研究で得られた結果は､実ブレーキ制動試験結果および材料特性試験結果等と総合する

ことにより､以下の諸性能を最適化するブレーキディスクの形状開発へ活用されることが期待さ

れる｡

(1)熱応力の低減

(2)ブレーキ耐久性の向上

(3)ブレーキ重量の低減
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